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＜連絡事項＞
・夜間家族へ連絡し繋がらなかった場合、北病棟へ連絡して下さい。また、緊急時の場合、至急来院して頂きたい旨を報告して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・神田　直樹様～不眠時ブロチゾラム(0.25)1T　5回分処方。
・稲荷　幸七様～5時体温39.6℃。今川Dr診察しアンヒバ坐薬1個処方。深澤Dr報告し経管栄養中止、点滴3本キープ、明日採血の指示あり。インフルエンザテスト施行し陰性。田中Drへ診察依頼するようにとの事。また亀頭部裂傷しておりガーゼ保護と位置調整行い経過観察の指示あり。
・尾崎　栄子様～食事摂取・内服不可であること深澤Dr報告し食事は無理をせず、内服は人参養栄湯とオランザピンのみ中止、点滴3本キープ、明日採血の指示あり。全身の浮腫については採血の結果次第で対応考えるとの事。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。昼より芙蓉会病院に転院したいと頻回に訴えている。不穏さは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。開放中書き物しており強要行為は無い。後頚部に2×5cmのありゲンタマイシン塗布しパーミロールで保護している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・澁谷　兼一様～徘徊、他室侵入見られている。都度介入要している。易怒性や他者トラブルは無い。
・尾崎　栄子様～バイタルサイン測定の異常は無い。全身の浮腫著明に見られている。声掛けに反応の乏しさあるが体動見られている。
・向井　敦子様～昨日の準夜帯でやや気分高揚見られていたが、本日は妄想発言や多弁さは無く落ち着いている。
＜金Dr診察情報＞
・上野　正志様～経管カテーテル自己抜去があった経過伝え再挿入指示頂いている。
　　　　　　　　臨時薬同内容7日分処方となる。

・飯岡　未来様～本人より退院に関する訴え聞かれているが、主治医より家庭状況も踏まえ今後の説明を受けている。臨時薬同内容7日分、不穏時継続指示リスペリドン内用液(2)1P　14回分処方となる。
・須藤　二男様～臨時薬8日分処方となっている。
・佐々木　美恵子様～夜間の排泄や、トイレが遠い事が気になり熟睡できていないと訴えあり。主治医より個室利用の促しあり、次女様・本人ともに利用希望とのこと。明日個室へ移動予定。
